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富山湾（富山県側）では，l()種の鯨類，2種の鰭脚

類の海棲ﾛ甫乳類が記録されているが（石川・山田，

2001；表l)，今回2001年に富山湾（富山県側）で確認

した種確定3例．不明種2例のクジラ目について報告す
る。

富山湾で確認された鯨類

2001年の2月～10月にかけての富山湾沿岸での鯨類

の確認状況等は下記の通りであり，確認地点を図lに

示す。

’・ミンククジラβα/αe"op花raacz"o,℃s"“aナガ

スクジラ科Balaenopteridae図2

場所：氷見市中泊の海岸

確認日：2001年10月1日

状況：10月’日に同上の海岸に漂着。’o日程前より

漂流していたらしい。’0月2日，富山県氷見土木事

務所により依頼された地元の産業廃棄物処理業者に

より処分された。

計測値：オス。全体に腐敗がひどく，吻部は欠損して

いた。全長約47m・体重L5トン（推定)。

確認者：桶田俊雄氏（のとじま水族館’0月，日現地

確認)，南部久男（'0月’日現地確認，’0月2日処分

立会い）

備考:頭骨一部頚椎,胸椎,尾椎,左肩甲骨，上

腕骨，榛骨，尺骨等など収集する（富山市科学文化

*富山市科学文化センター研究業績第269号
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図1確認地点

数字は本文中の番号と対応（1．氷見市中泊，2.魚津市三
ケ．3．氷見市松田江浜,4．富山市岩瀬，5．氷見市姿）

センター所蔵)。

2．カマイル力Lage"o吻'"cﾙ"so6/"‘"火"sマイル

カ科≦Delphinidae図3

場所：魚津市三ケ地区の沿岸

確認日：2001年4月20日の午前8時30分頃から午前9時

過ぎ頃まで。

状況：5頭から10頭くらいの群れが，5グループほ

ど見られた（全体では25から50頭)。水面で呼吸を

したり，小さくジャンプをしていた。確認場所付近

では，海岸から約20メートル沖合いに離岸堤が設置

されているが，カマイルカはその離岸堤近くまで来

ることもあった。午前9時頃になると，徐々に西の

滑川市方向の沖合いに群れが移動し，見えなくなっ

た。

確認者：稲村修（魚津水族館）

3．ハンドウイルカ、I耐/Qps〃""cα/"sマイルカ科

Delphinidae図4

場所：氷見市松田江浜

確認日：2001年2月25日

現地調査：南部久男

状況：午前9時頃に氷見市松田江浜を歩いていた人

が波打際で漂着死体を発見し，氷見市海浜植物園に

連絡した。同日午後3時頃に科学文化センター南部

が現地調査を行い，2月27日～28日にかけ国立科学



南部久男・稲村修・田島木綿子・倉持利明・山田格

表1富山湾（富山県側）で記録されている海棲ﾛ甫乳類
（今回の報告も含む）

石川創（日本鯨類研究所）作成による（2000年12月31
日までのデータ）（石川・山田，2001)。

クジラ目OrderCetacea

ヒゲクジラ亜目SuborderMysticeti

ナガスクジラ科Balaenopteridae

ミンククジラBa/αe"Qpr〃ααα"”“"“α

イワシクジラBa/“"Qpr”α加ﾉ｡eα"s*i）
ザトウクジラMどgqpだ”〃ov“α"gﾉﾉαe

ハクジラ亜目SuborderOdontocetl

アカボウクジラ科Ziphiidae
オウギハクジラMｾ‘"p/O伽〃sre/"egeバ

マイルカ科Delphinidae
オキゴンドウPS“”｝℃acrα”j昨"s

ハナゴンドウG”"?ﾉﾌ゙ "sg廊蛇"s

☆ハンドウイルカ、"wops〃""c“"s

カマイルカL電e"o"ﾉiy"cﾙ"Fo6"“/昨"s
マィルヵ（ハセィルヵ）DeIph"7"Sc〃e"sjs*2）
ネズミイルカ科Phocoenidae

ネズミイルカP〃Ocoe"αpﾙOcoe"α

イシイルカ（イシイルカ型）Pﾙocoe"o/火s”/〃
（dallitype）、

食肉目OrderCarnivora

アシカ科Otariidae

オットセイCa"orﾙ"7"s〃応加"s*3）
アザラシ科Phocidae

ゴマフアザラシPﾙ｡cαノα埴ﾙα

*l）石川県など日本海側各地の漁業関係者の間ではミ
ンククジラをイワシクジラとすることが多い。石川

（1994）も，イワシクジラとして報告されているス
トランディング及び混獲データについてミンククジ
ラの可能性を示唆している。日本海でイワシクジラ

Ba/αe"oprera6o'eα/jsが研究者によって確認された
ことはなく，日本海で過去報告されたイワシクジラ
はおそらくミンククジラと考えられる。

*2）小川（1936）は，長崎県地方で採集された長吻型
のマイルカ属のイルカについて，Deゅﾙj""Sc“e"SIS

の学名をあて，現地で「ハセ」と'1平ばれているらし
いことからハセイルカという和名を提唱した。最近

日本海沿岸各地で採集されたマイルカ属の個体には
このハセイルカに特徴が類似しているものが多い。

HeyningandPemn（1994）はカリフォルニア南部に
同所的に分布する長吻型と短吻型のマイルカについ
て検討し，前者を、火ゆﾙjs後者を，．c”e"sなと
した。Roselら（1994）は，この2タイプのmtDNA

解析によって遺伝子的にも明瞭な差があるとしてい
る。ロンドンの自然史博物館に所蔵されているD

C“e"3/sのタイプ標本は，喜望'|'条沖で捕獲された個
体であり，この南カリフォルニアの，．c“e"”と特：
徴が一致すると結論されているが，遺伝子レベルの
比較は現状ではなされていない。小川のハセイルカ

（DC叩e"SIS）がこれらと一致するか否かの検討は
十分にはなされておらず，今後の検討課題であるが
当面「ハセイルカ」という和名はこれらの個体に使
用してもよいのではないかと思われる。
*3）南部他（2000）で報告した。

☆今回の記録

L

l3C

博物館動物研究部へ搬送され，剖検された。剖検の

詳細は国立科学博物館，烏取大学で検討されている．

計測値

・性別メス

．体長（上顎先端～尾ビレ正中の切痕底）196cm

・胴周（I夜嵩）103cm

・胴周（I工門）59cm

4．種不明図5

場所：富山市岩瀬沖

確認日時：2001年5月13日午前9時頃

状況：高松氏が釣りのためボート（長さ21フィート

の船外機）で岩瀬沖約300mに出た時に1頭のイルカ

に出会った。その後，約5ノットで富山港に入港し

た約30分の間，イルカは船の下へ潜ったり，船に並

んで泳ぎ，岸まで約50mのところまでついてきた。

イルカとの距離は5mほどであり，約30秒に1回顔を

出した。その後，ボートを沖へ向わせスピードをあ

げたところイルカはついてこなかった。他の釣り人

の話ではしばらく留まっていたようである。体長

25m程で，背ビレがあり，体は茶色っぽく，吻は

フグのような形であった。毎年1．2月から5月にか

け富山湾でイルカを目撃し，2001年は特に多く見か

けたが，今回のような頭の形のイルカは初めて見た。

（高松氏より南部が聞き取る）

目筆者：高松昭夫氏（富山市）

備考：ハナゴンドウG'α"”"sg"se"sの可能性がある：

5．種不明図6

場所：氷見市姿海岸

確認日：2001年5月28日

状況：午前9時頃発見。体長約2m・

情報提供：富山県氷見土木事務所

備考：かなり腐敗している。写真から判断する限り露

出している肋骨の形状から小型鯨類，想定される体

長などからマイルカ科の個体と思われる。

富山湾（富山県側）では，1957年～1999年にかけ4

科10種の鯨類，2科2種の鰭脚類の海棲11甫乳類計25件が

記録されている（石川，山田，2001；表l)。今回確認

されたハンドウイルカは富山湾では初記録である。

石川．山田（2001）によれば，隣接の石川県で確認

されているクジラ目は，富山県で確認されているザト

ウクジラ及びネズミイルカを除く種に加え，シロナガ

スクジラβα/αe"Qpre'α脚"Sc"/"s（ナガスクジラ科Ba‐

/“"opre廊成Ie)，オガワコマッコウKogiα”""s，（．
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図32001年4月20日，魚津市三ケ地区の海岸から目視され

たカマイルカ（稲村修撮影）

国22001年10月1日，氷見市中泊の海岸で発見された

ミンククジラの漂着死体（南部久男撮影）

図52001年5月13日，富山市岩瀬沖で目視された種不明遊

泳個体（高松昭夫氏撮影）

図42001年2月25日，氷見市松田江浜で発見されたハンド

ウイルカの漂着死体（南部久男撮影）

6α,"“（アザラシ科）も確認されている。

日本海沿岸では，種の同定が不確実な記録もあるが

27種の鯨類と5種の鰭脚類が報告されている（山田

1999)。富山県から石川県の沿岸にかけては，14種の

鯨類，4の鰭脚類が確認されたことになる。
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じま水族館）には，貴重な情報を提供いただき太田
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図62001年5月28日，氷見市姿で発見された種不明の漂着

死体（富山県氷見土木事務所提供）

マッコウ科Kogiidae)，ツチクジラBe庇""/"s6α"""，

(アカボウクジラ科Ziphiidae)，スナメリAﾉｾ“ﾙocae"q

p方ocae"o/火s（ネズミイルカ科Phocoenidae）が報告

されている。食肉目ではトドE""zer“/“〃6α"/s

(アシカ科.Otariidae)，ワモンアザラシPﾙocaル/SPj”

(アザラシ科Phocidae）が確認されている。なお．シ

ロナガスクジラは新聞情報による。また，桶田佐野

(1999）によって，アゴヒゲアザラシE"/g"“ﾙ"s
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